
 

第２３講 「傍流的形容節」は「役外族」の「名語句」由来 

 

「形容節詞」というものは、≪①『文。』中の「（「形容語句」同伴の）名詞句」を「先

行詞」として出し、②次に「形容節詞」を置き、③『文。』の残りの部分を後ろにそ

のままつなげて「形容節」とし、「先行詞」を修飾し、④「形容節」は「吸収・消滅」

の運命であるから、全体として「名句」になり、⑤次の新たなる『文。』の「主目補」

「成句詞の後属役」となっていくという過程で、「形容節」の目印として活躍してい

るものである≫ということが理解できたでしょうか 

 前講では、「先行詞」となる「名詞」を「構成要素」すなわち「主目補」から選定し

てきました（ある意味、「主流」といえるでしょう） 

  

 本講では、６、「副句」の「後属名語句」や、７、「形容句」の「後属名語句」や、 

８、「所有格」がついた「名語句」や、９、「群成句詞」の「後属名語句」が、「先行

詞」となっていく場合を見ていきます 

 『文。』の主流本流ともいうべき「構成要素」からの「先行詞」に対して、『文。』の

傍流である「役外族」からの「先行詞」ですから、「傍流的形容節」と呼称・分類して

いるのです（「外様形容節」といってもいいでしょう） 

 では、順次、見ていきましょう 

 

６、 「副句の後属役の名語句」を「先行詞」にする場合  

 

  Ｈｅ ｂｏｕｇｈｔ ｔｈｅ ｂｏｏｋｓ ａｔ ｔｈｅ ｓｈｏｐ ． 

                         ①「説明したい名句」 

「ａｔ ｔｈｅ ｓｈｏｐ」は「副句」ですね 

「成句詞ａｔ」の「後属役」の「名語句」を「先行詞」にしてみましょう 

 

  ｔｈｅ ｓｈｏｐ ｗｈｉｃｈ ｈｅ ｂｏｕｇｈｔ ｔｈｅ ｂｏｏｋ ａｔ 欠落 

   ①「先行詞」  ②「形容節詞」  ③「形容節」（吸収・消滅） 

         ④全体で「名句」 

 

この段階では、「構成来形容節語」と同様に「欠落」があります 

 しかし、もともと「副句」は「成句詞」＋「後属役名語句」であり、 

「ａｔ ｔｈｅ ｓｈｏｐ」という元の「かたち」のように、「ｗｈｉｃｈ」の前に

「ａｔ」を移動することができるのです（まさに、「形容節句」ですね） 

 



 

  ｔｈｅ ｓｈｏｐ ａｔ ｗｈｉｃｈ ｈｅ ｂｏｕｇｈｔ ｔｈｅ ｂｏｏｋ 無欠 

 

すると、「ａｔ ｗｈｉｃｈ」という、≪「成句詞」＋「構成来形容節語」≫とい

う特別な「副句」的な「形容節句（群形容節詞）」ができます 

この段階で、「形容節」には「欠落」がなくなり『完全無欠な「節」』になりました 

ここで、この「ｗｈｉｃｈ」は「成句詞の後属役」であることになり、「代名詞」的

な性質をもちます（旧来の「関係代名詞」の命名由来のひとつですね） 

 

  ｔｈｅ ｓｈｏｐ ａｔ ｗｈｉｃｈ ｈｅ ｂｏｕｇｈｔ ｔｈｅ ｂｏｏｋ 

 

 さらには、「ａｔ ｔｈｅ ｐｌａｃｅ」という「副句」が「ｔｈｅｒｅ」という

「副語」に置き換えられるように、「ａｔ ｗｈｉｃｈ」という「特別な副句」が 

「ｗｈｅｒｅ」という「（副詞的な）形容節語」に置き換えられるのです 

 そして、「副句」の「後属役名語句」に着目し「先行詞」としたということで、「役

外来形容節詞（語）」と命名したのです（別称「副詞的形容節詞（語）」） 

 

  ｔｈｅ ｓｈｏｐ ｗｈｅｒｅ ｈｅ ｂｏｕｇｈｔ ｔｈｅ ｂｏｏｋ 

           「役外来形容節詞（語）」に導かれた「形容節」 

 

 「成句詞＋構成来形容節語」をおきかえた「役外来形容節語」は、「完全な『文。』」

を持った「形容節」を従え、「形容節」の標識となるものです 

 

 このような「理屈」はともかく、注目していただきたいのは、 

 「構成来形容節語」＋「不完全な『節』」 

 「成句詞」＋「構成来形容節語」＋「完全な『節』」 

 「役外来形容節語」＋「完全な『節』」 

 ということです 

  

「役外来形容節語」が使われている場合、その元の『文。』では「副句」の「名語句」

であったものを「先行詞」にしているのであって、「構成要素」の「名語句」はその

ままなので、「役外来形容節語」に導かれる「形容節」には「欠落」は生ぜず、「完

全な『文。』」となるのです（「構成要素」を「先行詞」にすると、「形容節」に「欠落」生じるのはいいですね） 

 

以上のように、「時・場所」等の副句中の名語句に注目して「先行詞」にすると、「役

外来形容節詞（語）」に導かれた「形容節」が生じることを認識してください 

 



 

 以上は、「副句」から「先行詞」を出す場合について、「場所」の「副句」を例にし

て「役外来形容節語」をみてきましたが、「役外来形容節語」には、「時」「場所」「理

由」「手段」の４種あります 

 これから、残りの「時」「理由」「手段」について、「場所」と同様、以下の手順でみ

ていきます 

 

「構成来形容節」から「役外来形容節」への「手順」 

① の『文。』の「副句」の「後属名語句」から「先行詞」を出す 

②「構成来形容節詞」を置き、残りをそのままに「形容節」をつくる 

③「成句詞」を「構成来形容節語」の前に移動する 

④「成句詞」＋「構成来形容節語」を「役外来形容節語」に置き換える 

 

  「時」をあらわす「役外来形容節語」の「ｗｈｅｎ」 

 

① Ｈｅ ｓａｗ ｔｈｅ ｒａｉｎｂｏｗ ａｔ ｔｈａｔ ｔｉｍｅ ． 

 

 ② ｔｈａｔ ｔｉｍｅ ｗｈｉｃｈ ｈｅ ｓａｗ ｔｈｅ ｒａｉｎｂｏｗ ａｔ 欠落 

 

 ③ ｔｈａｔ ｔｉｍｅ ａｔ ｗｈｉｃｈ ｈｅ ｓａｗ ｔｈｅ ｒａｉｎｂｏｗ 

 

 ④ ｔｈａｔ ｔｉｍｅ ｗｈｅｎ ｈｅ ｓａｗ ｔｈｅ ｒａｉｎｂｏｗ 

 

 

「理由」をあらわす「役外来形容節語」の「ｗｈｙ」 

 

① Ｈｅ ｂｅａｃｍｅ ａ ｄｏｃｔｏｒ ｆｏｒ ａ ｒｅａｓｏｎ ． 

 

 ② ａ ｒｅａｓｏｎ ｗｈｉｃｈ ｈｅ ｂｅｃａｍｅ ａ ｄｏｃｔｏｒ ｆｏｒ 欠落 

 

 ③ ａ ｒｅａｓｏｎ ｆｏｒ ｗｈｉｃｈ ｈｅ ｂｅｃａｍｅ ａ ｄｏｃｔｏｒ 

 

 ④ ａ ｒｅａｓｏｎ ｗｈｙ ｈｅ ｂｅｃａｍｅ ａ ｄｏｃｔｏｒ （通例使わない） 

 

 ⑤ ａ ｒｅａｓｏｎ （省略） ｈｅ ｂｅｃａｍｅ ａ ｄｏｃｔｏｒ 

 

 ⑥ （先行詞省略可） ｗｈｙ ｈｅ ｂｅｃａｍｅ ａ ｄｏｃｔｏｒ （単なる「疑問名節」） 



 

 「役外来形容節語」の「ｗｈｙ」の場合、「役外来形容節語（⑤）」か「先行詞（⑥）」

のいづれかを省略することが通例になっています 

 「先行詞」を省略した⑥は、「疑問副詞兼名節詞」に導かれた「名節」となります 

 

 

「手段」をあらわす「役外来形容節語」の「ｈｏｗ」 

 

① Ｈｅ ｓｏｌｖｅｄ ｔｈｅ ｐｒｏｂｌｅｍ ｉｎ ａ ｗａｙ ． 

 

 ② ａ ｗａｙ ｗｈｉｃｈ ｈｅ ｓｏｌｖｅｄ ｔｈｅ ｐｒｏｂｌｅｍ ｉｎ 欠落 

 

 ③ ａ ｗａｙ ｉｎ ｗｈｉｃｈ ｈｅ ｓｏｌｖｅｄ ｔｈｅ ｐｒｏｂｌｅｍ 

 

 ④ ａ ｗａｙ ｈｏｗ ｈｅ ｓｏｌｖｅｄ ｔｈｅ ｐｒｏｂｌｅｍ  （使わない） 

 

 ⑤ ａ ｗａｙ（必ず省略）ｈｅ ｓｏｌｖｅｄ ｔｈｅ ｐｒｏｂｌｅｍ 

 

 ⑥ （必ず先行詞省略） ｈｏｗ ｈｅ ｓｏｌｖｅｄ ｔｈｅ ｐｒｏｂｌｅｍ （単なる「疑問名節」） 

 

 「役外来形容節語」の「ｈｏｗ」の場合、「役外来形容節語」か「先行詞」のどちら

かを必ず省略することになっています 

 「先行詞」を省略した⑥は、「疑問副詞兼名節詞」に導かれた「名節」となります 

 

 

「役外来形容節語」のまとめ   → 「形容節」を導くのが仕事 

①「時・ｗｈｅｎ」「場所・ｗｈｅｒｅ」「理由・ｗｈｙ」「方法・ｈｏｗ」がある 

②「ｗｈｅｎ」「ｗｈｅｒｅ」「ｗｈｙ」のかわりに「ｔｈａｔ」がつかえる 

③「ｔｈｅ ｔｉｍｅ」「ｔｈｅ ｐｌａｃｅ」「ｔｈｅ ｒｅａｓｏｎ」等の典型

的な「先行詞」は省略されやすい → 「疑問副詞兼成節詞」の導く「名節」になる 

④典型的な「先行詞」のあとの「役外来形容節語」は省略されやすい 

⑤「ｔｈｅ ｒｅａｓｏｎ」「ｗｈｙ」の場合、どちらかが省略されるのが通例 

⑥「ｔｈｅ ｗａｙ」「ｈｏｗ」は必ずどちらかかが省略される 

蛇補足ですが、 

⑦「ｗｈｅｎ」「ｗｈｅｒｅ」には、「構成来形容節語」同様、「継続的用法（カンマ

用）がある（「継続的用法→副詞的用法」は別巻で学習する予定です） 

 



 

７、 「形容句の後属役の名語句」を「先行詞」にする場合  

 

 「形容句」が「主語」についている場合の「形容句」の「名語句」を「先行詞」に

してみましょう 

 

  Ｔｈｅ ｔｒｅｅ ｉｎ ｔｈｅ ｐａｒｋ ｉｓ ｆａｍｏｕｓ ． 

              「説明したい名句」 

 

「ｉｎ ｔｈｅ ｐａｒｋ」は「形容句」ですね 

「成節詞ｉｎ」の「後属役名語句」を「先行詞」にしてみましょう 

 

 まずは、「先行詞」を出し、直後に「構成来形容節語」を置いてみましょう 

 

  ｔｈｅ ｐａｒｋ ｗｈｉｃｈ ｔｈｅ ｔｒｅｅ ｉｎ 欠落 ｉｓ ｆａｍｏｕｓ 

   「先行詞」      「形容節」（吸収・消滅） 

         全体で「名句」 

 

 論理的ではありますが、このような段階のままでは、「ネイディブでは」使用されま

せんので、（致し方ありません、）「ｉｎ」を「構成来形容節語」の前に出します 

 

  ｔｈｅ ｐａｒｋ ｉｎ ｗｈｉｃｈ ｔｈｅ ｔｒｅｅ ｉｓ ｆａｍｏｕｓ 

   「先行詞」      「形容節」（吸収・消滅） 

         全体で「名句」 

 

 これは、「構成来形容節語」＋「ｔｈｅ ｔｒｅｅ ｉｓ ｆａｍｏｕｓ」で、日本人にと

ってはわかりやすいのですが、次のように、元の『文。』の語順を尊重して単純に「先

行詞」を出したあとの「欠落」部分に「構成来形容節語」を埋め込むのがネイディブ

仕様なのです 

 

  ｔｈｅ ｐａｒｋ ｔｈｅ ｔｒｅｅ ｉｎ ｗｈｉｃｈ ｉｓ ｆａｍｏｕｓ 

   「先行詞」      「形容節」（吸収・消滅） 

         全体で「名句」 

 

 一見変に見えるかもしれませんが、元の語順に忠実な「形容節」で論理的なので、

これが標準的に使用されるようです 

 このように、「成句詞＋形容節語」が「形容節」の文頭ではなく、「形容節」の中に

まぎれている場合があるのです 



 

 では、「形容句」が「目的語」についている場合をみてみましょう 

 

Ｉ ｆｏｒｇｏｔ ｔｈｅ ｎａｍｅ ｏｆ ｔｈｅ ａｃｔｏｒ ． 

                       「説明したい名句」 

                                 

               全体で「名目的句」 

 

  ① ｔｈｅ ａｃｔｏｒ ｗｈｏｍ Ｉ ｆｏｒｇｏｔ ｔｈｅ ｎｅｍｅ ｏｆ 欠落 

 

  ② ｔｈｅ ａｃｔｏｒ ｏｆ ｗｈｏｍ Ｉ ｆｏｒｇｏｔ ｔｈｅ ｎｅｍｅ 

 

  ③ ｔｈｅ ａｃｔｏｒ ｔｈｅ ｎｅｍｅ ｏｆ ｗｈｏｍ Ｉ ｆｏｒｇｏｔ 欠落 

             元の「名目的句」の語順のまま 

     （私がその名前を忘れてしまったその俳優） 

 

    どれも可能ですが、①が一般常用的で、③が論文で多用されるようです 

 

  （参考：ｔｈｅ ａｃｔｏｒ ｗｈｏｓｅ ｎｅｍｅ Ｉ ｆｏｒｇｏｔ 欠落 ） 

 

 

 

８、 「所有格形容詞のついた名詞」を「先行詞」にする場合  

 

  Ｔｈｅ ｎａｍｅ ｏｆ ｔｈｅ ｄｏｇ ｉｓ ｆｕｎｎｙ． 

 

「成節詞ｏｆ」の「後属役名詞」を「先行詞」にすると、 

  ｔｈｅ ｄｏｇ ｔｈｅ ｎａｍｅ ｏｆ ｗｈｉｃｈ ｉｓ ｆｕｎｎｙ 

となるのは、もう大丈夫ですね 

 

 では、元の『文。』の「ｏｆ ｔｈｅ ｄｏｇ」は「形容句」ですが、「所有格」（＝

「形容詞」）で元の『文』を書き換えると、 

 

  Ｔｈｅ ｄｏｇ’ｓ ｎａｍｅ ｉｓ ｆｕｎｎｙ． 

 

 となりますが、「Ｔｈｅ ｄｏｇ」を「先行詞」とすると、「’ｓ」が「所有格の形

容節詞」（「形容語」の性質をもっていますし、「ｈｉｓ」と同じです）としてあらわれてきます 

 



 

  ｔｈｅ ｄｏｇ ｗｈｏｓｅ ｎａｍｅ ｉｓ ｆｕｎｎｙ 

       （その名前がおもしろい犬） 

 

「形容句」と「所有格」との深い関わりが見てとれたでしょうか 

「形容句」と「所有格」から派生する「形容節詞」は意外と難しいものですかね 

従来は、「所有格」の「関係代名詞」といわれてはいますが、「形容句」からくるも

のであり、しかも、「所有格の代名詞（ｍｙ・ｏｕｒ・ｙｏｕｒ・ｈｉｓ・ｈｅｒ・

ｔｈｅｉｒ）」の本質がそもそも「形容詞」なのですから、「所有格の関係代名詞」

ではなく、「関係形容詞」と呼ばれるにふさわしいものなのですが、旧来的命名は無

視して、「形容節詞」のひとつに過ぎないものと位置づけて理解してください 

「ｗｈｏｓｅ ｎｅｍｅ」の「ｗｈｏｓｅ」は、「ｎａｍｅ」という「名語」を修飾

しつつ、「形容節」をつくっていて、まさに「形容詞的形容節詞（語）」と呼ぶに値す

るものですね 

 

 

 ９、 「群成句詞の後属役の名語句」を「先行詞」にする場合  

 

  「群成句詞」 

 

 「群成句詞」とは、≪複数の単語の集合体で「成句詞（語）」の役割を果たしてい

るもの≫で、「ｉｎ ｆｒｏｎｔ ｏｆ」「ｂｅｃａｕｓｅ ｏｆ」「ｂｙ ｍｅａｎｓ ｏｆ」 

「ｉｎ ｓｐｉｔｅ ｏｆ」「ｔｈａｎｋｓ ｔｏ」「ｏｕｔ ｏｆ」等です 

 これらは、複雑な状態・状況を表したい場合で、たまたま一語であらわす適切な

「成句詞」がなかった等の理由で、合成して「成句詞」がつくられているのです 

 ですから、「Ｉ ｌｉｖｅ ｉｎ ｆｒｏｎｔ ｏｆ ｔｈｅ ｓｔａｔｉｏｎ．」

を「ｉｎ ｆｒｏｎｔ」を「副句」で「ｏｆ ｔｈｅ ｓｔａｔｉｏｎ」が 

「ｆｒｏｎｔ」を修飾する「形容句」と完全に分解しても有用ではないのです 

 「ｉｎ ｆｒｏｎｔ ｏｆ」で「～の前に」という意味の「一語の成句詞」と理

解した方が合理的なのです（「ｂｅｆｏｒｅ」より「前」の意味を強調できるのでしょう） 

 このように、≪複数の単語で１語の「成句語」と同様の働きをして、「品詞分解」

をする合理性がなく、１単語として扱うべきもの≫を「群成句詞」といいます 

 

 では、「群成句詞」の含まれた『文。』の、「群成句詞」の「後属目的名語句」を「先

行詞」にしてみましょう 

 

 

 



 

  Ｈｅ ｌｉｖｅｓ ｉｎ ｆｒｏｎｔ ｏｆ ｔｈｅ ｓｔａｔｉｏｎ ． 

             「群成句詞」     「先行詞にする名句」 

                                   

                 全体で「副句」 

 

 

 ｔｈｅ ｓｔａｔｉｏｎ ｉｎ ｆｒｏｎｔ ｏｆ ｗｈｉｃｈ ｈｅ ｌｉｖｅｓ 

 

日本語になりにくいのですが、「彼が住んでいるところの前にある駅」とでも訳すし

かないですね 

 

 「成句詞」＋「構成来形容節語」ということで、「役外来形容節語（「ｗｈｅｒｅ」）」

に置き換えると、「彼が住んでいる駅」となり、「彼は駅そのものに住んでいる」こ

とになってしまい、置き換えることはできません 

 

 

 

 １０、 「意味の強い成句詞の後属役の名語句」を「先行詞」にする場合  

 

 「前置詞」の個性が強い場合、むやみに「役外来形容節語」におきかえると、「言い

たい内容」が損なわれます 

 また、その意味の強さゆえに、必ず「構成来形容節語」の前に置きます 

 「ｄｕａｒｉｎｇ」「ｎｅａｒ」「ｓｉｎｃｅ」「ｂｅｙｏｎｄ」「ｂｅｓｉｄｅｓ」

等があげられます 

 

  Ｈｅ ｓｔｕｄｉｅｄ Ｅｎｇｌｉｓｈ ｄｕｒｉｎｇ ｔｈｅ ｓｕｍｍｅｒ ． 

                          「先行詞」にする「名語句」 

 

  ｔｈｅ ｓｕｍｍｅｒ ｄｕｒｉｎｇ ｗｈｉｃｈ ｈｅ ｓｔｕｄｉｅｄ Ｅｎｇｌｉｓｈ 

 

   「彼が英語をずっと勉強した夏」 

 

  ここで「ｄｕｒｉｎｇ ｗｈｉｃｈ」を「役外来形容節語」の「ｗｈｅｎ」に置

き換えると、「ずっと」という細かい意味があらわせなくなりますから、置き換えるこ

とはできないのです 

 

 



 

 「傍流的形容節」という考え方は難しかったですかね 

 まずは、「構成来形容節語」「役外来形容節詞」の基本を確実におさえ、「傍流的形容

節」の全体の理解を目指してください 

 

 

 次講と次々講で、本稿の仕上げに入りまして、文意を整える役割効果を有する「助

動詞」と「助動詞」を使った「条件」の提示についてみていきます 


